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佐賀商業校高校 教育相談だより R4/第６号 
                ２０２３年２月２８日発行                       

３年生２３７名の皆さん、ご卒業おめでとうございます 

コロナ禍の中、３年前に入学された皆さんですが、本当に新型コロナに奔走された３年間でしたね。文

化祭や体育祭、修学旅行が縮小もしくは中止となって、悔しい思いをした生徒も多かっただろうと思い

ます。昨年度の３年生にくらべて、コロナ禍の制約も少しおさまっての就職試験や進学の入試試験でし

たが、いい結果は残せたでしょうか？佐賀商業高校での３年間はいい学校生活だったでしょうか？中に

は、あまりいい思い出がないという人もいるかもしれませんが、人生の中での短くも濃い「3 年間」です。

「やっと終わった！」⇔「もう終わり？」と全く逆の感想を持つ人もいるでしょうね。 

 一昨年の１学期の終業式の時（３年生が２年生の時）、教育相談担当から、オンラインで相田みつを

（1924～1991）さんの詩を紹介したのを覚えていますか？ 

コロナ禍での差別発言や、心が折れそうな人に向けてエールを送るためにいくつか詩を紹介しました。 

 

ぐち   「ぐちをこぼしたっていいがな／弱音を吐いたっていいがな／人間だもの／たまには涙を

みせたっていいがな／生きているんだもの」 『いのち』（文化出版社）より  

めぐりあい「あなたにめぐりあってほんとうによかった／ひとりでもいい／こころからそういって 

      くれるひとがあれば」           『本気』（文化出版社）より 

  

 相田みつをさんの詩には、ひとに対する愛情と、穏やかなまなざしにあふれていて、読むと心が落ち着 

きませんか？ 

社会全体が先行きが不透明で、閉塞的になって、その中でできることを最大限に頑張ってきた人がほ

とんだと思います。卒業の時を迎えるにあたり、この数年間をしっかり振り返ってほしいと思います。 

特に身近にいる家族や友人、部活のチームメイト、進路実現に協力いただいた方々…。出会えた縁に感

謝。一生の友ができた人もいるでしょう。ぜひ大切にしてください。 

また、２０２０年の民法の改正で、１８歳で個人の契約（売買など）も保護者の承諾なしにできるよう

になりました。自由に行動できる範囲も広がります。自由にできるということは、それなりのリスクが生

じます。自分で律する時に「自ら考え行動し、責任を果たす」ことが求められます。 

不安なことや心配なこと、迷った時誰に相談したらいいかわからないときは、家族や身近にいる信頼で

きる大人に相談してください。厚生労働省 の HP 等に掲載している相談窓口もいいですし、 就職先・

進学先の相談窓口など必ずチェックしておきましょう。卒業後もぜひ学校に連絡をしてみてください。 

ご卒業おめでとうございます！ 



SC（スクールカウンセラー）伊藤紀子先生より卒業生の皆さんへ・・・はなむけの言葉 

 3 年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。それぞれの 3 年間をよく頑張りましたね。 

 入学試験前に突然の休校があったり、中学校までとは違う遠方からの通学だったり、部活だったり、専門の授

業だったり、振り返ると高校生活は慣れないことばかりのスタートだったのではないでしょうか？ 

卒業を間近に控えた今、佐賀商業高校入学直後のスタートで思い出すのはどのようなことですか？ 

３年前の皆さんのドキドキ？ワクワク？は、今どのように見えていますか？ 

  

卒業後の事を考えると、これまでとは違ったドキドキ？ワクワク？を感じている人も 

居るかもしれません。でも安心してくださいね。この 3 年間で出会えた経験が皆さんを 

しっかりと支えてくれます。 

これからも新しい環境でそれぞれの歩みを進めてくださいね。 

 皆さんの力強い歩みを応援しています。 （伊藤紀子） 
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送る言葉 吉田松陰の言葉から ・・・「夢→理想→計画→実行」を。 

 吉田松陰（1830～1859）は長州藩（現在の山口県萩市）の儒学者で思想家。1857 年に叔父の私塾を継いで

松下村塾を開塾し、高杉晋作や伊藤博文などを教え導きました。討幕を企てたと咎で 29 歳という若さで生涯

を閉じましたが、彼が塾で話した内容が年の生涯を閉じました。 

 『講孟箚記（こうもうさっき）』、のちに『講孟余話（こうもうよわ）』ともいうそうですが、その中に記載の

ある（といわれている）吉田松陰の名言を紹介します。有名な言葉ですので、知っている人も多いのではない

でしょうか。               

 

★夢なき者に理想なし、理想なき者に計画なし、 

計画なき者に実行なし、実行なき者に成功なし。 故に、夢なき者に成功なし。 

＝「夢をもたなければ、何事もうまくいかないし、成功しない」 

      

★至誠にして動かざるものは、未だこれあらざるなり 

        =「精一杯の誠意で相手に接すれば、それで心をうごかされない人はいない」 

    

名言はほかにもあるのですが、幕末の尊王の志士たちの師だった松陰の言葉には、勢いあるというか、儒学

の教え＝道徳心 がうまく要約されているような気がします。 

今は幕末の混乱期ではありませんが、松陰がいう「至誠」＝がないと、情報にふりまわ 

されて、確固とした自分が保てない時代かもしれません。 

自分の軸足をしっかりもって、 

目標や夢につきすすみましょう。 

 

 

    SC伊藤先生の来校日は、残り３月 10日（金）１日（８：30～17：15）となりました。 

ご相談ごとがあればお電話ください 

佐賀商業高校教育相談係（電話０９５２－３０－８５７１）  

至誠が大事！ 


